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　実験には，供試品種として ‘ アニモ TY-10’( 朝日工業・
武蔵野種苗園 )，‘DR03-103’( 日本デルモンテ株式会社 )，
‘Managua RZ’(Rijk Zwaan)，‘Tomimaru muchoo’(De 
Ruiter) のトマト 4 品種を用いた．2016 年 9 月 28 日に
播種し，人工光型育苗装置 ( 苗テラス，三菱ケミカルア
グリドリーム株式会社 ) の中で 24 日間育苗後 ( 昼温 /
夜温：25℃ /18℃，日長：16 時間 )，ロックウールキュー
ブに移植した．農研機構野菜花き研究部門 ( つくば市 )
の実験ハウス ( 間口 9m ×奥行き 21m，軒高 4.75m，
被覆資材：エフクリーン (AGC グリーンテック株式会社 ))
で 10 月 31 日まで 2 次育苗を行ってから，栽植密度が 2.5
株 /㎡ ( 株間：25 cm，畝間：160 cm) になるようにし，
ロックウール養液栽培装置に 208 株を定植した．培養
液は OAT ハウス SA 処方 (OAT アグリオ株式会社 ) を用
い，掛け流し栽培を行った．培養液の EC は定植時から
第 1 花房開花までの生育初期は 1.5 dS m-1 とし，開花











また，株が床面から 3m の高さ付近に達した 12 月 20
日 ( 定植後 50 日目 ) から，成長点の高さを 50cm 程度
下げるハイワイヤー誘引を繰り返し，群落の高さは床面









葉長が 5 cm 以上になる前に除去した．ハウスの東西の
両端列および南北の両端株は番外とし，各区は 10 株 2
反復とした．処理は，肉眼で第３果房が確認できた時
期 ( 定植後 22 日目 ) に開始したが，最初の処理では，
第 1 および第 2 果房直上の葉も同時に摘葉した．定植
時，定植後 22 日目 ( 処理直前 )，50 日目 ( ハイワイヤー
誘引開始時 ) および 105 日目 ( 栽培終了時 ) の計 4 回，
1 区 2 株ずつをサンプリングし，葉面積，葉数，茎長，
節数ならびに葉，茎，果実の新鮮重および乾物重を測定
した．葉面積測定には自動葉面積計 (AAC-400，林電工 )








調べるため，処理開始直前 (2 回目のサンプリング時 )
と処理後 83 日目 (4 回目のサンプリング時 ) には群落
の層別葉面積および相対光強度を調査し，式１(Monsi・
Saeki，2005）から吸光係数 (k) を算出した．











　式１に示した通り，各層までの LAI と相対光強度 (I/








直前の計測で求めた k を，その後は，処理後 83 日目に




部の総乾物生産量 ( 以下，TDM) とサンプリング時まで
の積算受光量を基に散布図を作成して直線回帰式を求





28.3 ～ 18.3℃と 17.5 ～ 11.2℃で推移し，日平均気温
は 15.9 ～ 21.2℃で推移した．また，屋外の日積算日射
量は 0.1 ～ 13.7 MJ m-2 で推移し，定植時から栽培終了
時までの合計は 852.5 MJ m-2 であった．
　図－ 3 には，品種および摘葉有無ごとに，定植後の





での平均 LAI を計算すると，対照区の ‘ アニモ TY-10’，
図－ 2　栽培期間中の室内気温および日積算日射量の推移
z ハウス中央 1.5m 高さに設置した通風式温度計で計測したデータを用いて計算
y 屋外日射量
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‘DR03-103’，‘Managua RZ’ および ‘Tomimaru muchoo’
の LAI はそれぞれ 4.4，3.9，4.3 および 3.8 m2 m-2 だっ
たが，摘葉区ではそれぞれ 3.5，3.5，4.0 および 3.5 m2 
m-2 であり，‘ アニモ TY-10’ の減少幅が最も大きかった．
ハイワイヤー誘引が始まる前の定植後 40 日頃から，い
ずれの処理区でも LAI は 3 m2 m-2 以上で推移した .
　図－ 4 には品種および摘葉処理区別の収量の推移を
示した．収穫開始は ‘ アニモ TY-10’ と ‘DR03-103’ が早
図－ 3　各品種における栽培期間中の葉面積指数 (LAI) の推移
LAI のシグモイド曲線は，品種および処理区ごとに，定植時，処理直前 ( 定植後 22 日 )，





表－１　各品種における未熟葉の摘葉処理がトマトの生育に及ぼす影響 ( 測定日は，定植後 105 日目 ) 
表－２　 各品種における未熟葉の摘葉処理がトマトの乾物生産および積算受光量に及ぼす影響 ( データは定
植日から実験終了までの積算値 )
農研機構研究報告　野菜花き研究部門　第 3号14




験 終 了 時 の ‘ ア ニ モ TY-10’，‘DR03-103’，‘Managua 
RZ’ および ‘Tomimaru muchoo’ の収量は対照区に比べ















り，日本品種である ‘ アニモ TY-10’ と ‘DR03-103’ では
摘葉によって積算受光量が減少したのに対し，‘Managua 









ニモ TY-10’ と ‘DR03-103’ では光利用効率が増加した
が，‘Managua RZ’ と ‘Tomimaru muchoo’ では処理間差
はなかった．
　図－ 6 は定植後 105 日に計測した吸光係数を比較し
たものである．‘ アニモ TY-10’ と ‘Tomimaru muchoo’
では摘葉による吸光係数の差はなかったが，‘DR03-103’















ことから，摘葉処理区では，果房間にある 3 枚中，1 枚
を除去したことによって，着生葉数は対照区に比べて 3
分の 2 になる計算だが，栽培終了時の着生葉数は，対
照区に比べて 74 ～ 82％の水準であり，67％までは減
少しなかった．その理由は摘葉処理によって節間長が有
意に短くなり，誘引高さからベッドまでの節数が多く，
残った葉数が 3 分の 2 よりは多かったためと考えられ





































































告した．一般的なトマト栽培では，LAI を 3 ～ 4 m2m-2
程度に管理するのが望ましいとされており (Heuvelink，
2005；Heuvelink ら，2005)，本実験では，品種によっ
て異なったが，摘葉による LAI の減少は対照区の 78 ～












































オランダの 4 品種を用い，15 週間ハイワイヤー誘引に
よる多段栽培を行った．摘葉処理として果房間に着生す
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Dry Matter Distribution in Tomato Plants
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Summary
In tomato plants, fluctuation of sink–source ratio greatly influences the productivity. Defoliation is used as a means to improve 
yield and maintain a balance between vegetative and reproductive growths in tomato cultivation. Experiments were performed 
to investigate the influence of defoliation of immature leaves on growth and yield, by assessing the change in light use in the 
canopy and measuring the yield and yield components. Four different tomato cultivars of Japan and the Netherlands were grown 
hydroponically with a high-wire system in a greenhouse for 15 weeks. As a defoliation treatment, one out of every three leaves 
occurring between trusses was removed periodically. Only immature leaves of length 5 cm or less were removed.  Although the 
number of leaves attached to the stem during the cultivation period decreased in all cultivars because of defoliation, the individual 
leaf area increased, and the internode length decreased. In addition, the cumulative intercepted light and light use efficiency were 
affected by defoliation, but the results varied depending on the cultivar. No significant difference was noted in the total dry matter 
production with defoliation, regardless of the cultivar. However, removal of the immature leaves markedly affected the distribution 
of dry matter. The defoliated tomato plants showed decreased stem and leaf dry matter ratio, but increased fruit dry matter ratio, 
regardless of the cultivar. The defoliation treatment also increased the yield of the tomato plants.
It is concluded, based on fruit dry matter distribution and yield components data, that the removal of one immature leaf 
between trusses would improve tomato yield.
